
第32回全国クラブチームサッカー選手権大会新潟県大会

実　施　要　項　(案)

1 ．名　　称 第32回全国クラブチームサッカー選手権新潟県大会

2 ．主　　催 新潟県社会人サッカー連盟

3 ．主　　管 新潟県社会人サッカー連盟

4 ．協　　賛 株式会社モルテン

5 ．日　　程 ２０２５年４月１３日（日）、５月１１日（日）、６月８日（日）、６月１５日（日）

6 ．会　　場 寺泊海浜公園、聖籠スポーツセンター、刈羽ぴあパークサッカー場

7 ．参加資格 （公財）日本サッカー協会及び（一財）全国社会人サッカー連盟に登録された、第１種（準加盟を含む）

のチームにあって、同様に新潟県社会人連盟に登録されたチームであり、次の条件に従う。

① ２０２５年度加盟登録手続きを完了し、会費納入済みであること。

② 参加チームはＪリーグ・ＪＦＬ・地域リーグ加盟チーム､自衛隊・自治体職員・大学・高専・専門学校の

各連盟加盟チームは出場出来ない｡

③ 参加チームは、大学・高等専門学校・専門学校生の単独チームは認めない。但し、同一学校の選手

が5名以内であれば認められる。

④ 外国籍選手の登録は1チームにつき３名以内とする。但し、「JFAのプロサッカー選手の契約、登録

（準加盟チームは除く）および移籍に関する規則」の条件に該当する場合は、この３名を超えて登録

できるものとするが、いずれの場合も、外国籍選手の登録人数の総数は、５名を超えてはならない。

※同一試合に３名が同時に試合に出場することもできる。

⑤ 選手の登録期限は一回戦の５日前、４月８日(火）までに（公財）日本サッカー協会が登録を承認した選手とする。

⑥ 選手資格に質疑がある場合は、新潟県社会人サッカー連盟の意見を求めることとし、尚疑いのある

場合は全国社会人サッカー連盟理事総会がこれを裁定する。

⑦ （公財）日本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについては、同　

一「クラブ」内のチームに所属する選手を移籍手続きを行うことなく本大会に参加させることができる。

この場合、同一「クラブ」内のチームであれば、複数のチームから選手を参加させることも可能とする。

但し、適用対象となる選手の年齢は第2種年代のみとし、同一「クラブ｣内の2種登録チームから選手

を参加させることが出来る。

第1種・シニアの年代の選手は適用対象外とする。但し、2種登録選手は3名までエントリーを認め、

3名が出場できる。

⑧ 参加選手は他のチームと二重登録されていないこと。

⑨ 予選から本大会に至るまでに、同一選手が異なるチームへ移籍後、再び同一大会に参加することは

出来ない。

8 ．参加チーム数 参加チームは申込締切日までに応募のあったチーム（最大１２チーム）で行う。

9 ．大会形式 参加チーム数によるノックアウト方式にて、同北信越大会に出場する代表１チームを決定する。

10 ．競技規則 大会実施年度の（公財）日本サッカー協会「サッカー競技規則」による。

11 ．競技会規程 ① 本大会は天然芝および人工芝フィールドで行う。

② ボール

大会使用球は、新潟県社会人サッカー連盟指定の試合球を使用する。

原則、マルチボールは採用しない。

③ 競技者の数：１１名

交代要員の数：７名以内

交代を行うことができる数：７名以内（※交代回数はハーフタイムを除き、３回までとする。）



④ 役員の数

チームベンチに入ることができる役員の数：６名以内

⑤ テクニカルエリア

設置する。戦術的指示はテクニカルエリア内からその都度ただ１人の役員が伝えることができる。

⑥ 競技者の用具

Ⅰ．ユニフォーム

a. 大会実施年度の（公財）日本サッカー協会「ユニフォーム規程」に則る。

b. ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ソックス）は正の他に副として、正と色彩（濃淡）が異なり判別しや

すいユニフォーム色彩を参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。

（FP・GK用共）シャツの色彩は審判が通常着用する黒色と明確に判別し得るものでなければなら

ない。

c. シャツの前面・背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること。ショーツの選手番号に付い

ては、付けることが望ましい。

d. ユニフォームの色は、参加申込締切日以後の変更を認めない。

e. ユニフォームに他のチーム（各国代表、プロクラブチーム等）のエンブレム等が付いているものは、

着用できない。

f. ユニフォームへの広告表示については（公財）日本サッカー協会「ユニフォーム規程」に基づき承認

された場合のみこれを認める。なお、会場によっては広告掲出料が発生する場合は、チーム負担

とする。

ｇ. ソックスの上にテープやバンテージを巻く、或るいはアンクルサポーター等を着用する場合のテープ

の色はソックスの色と同色とする。

ｈ．装身具

一切の装身具の着用を禁止し、装身具を覆うテープの使用も不可とする。

⑦ 試合時間

　試合時間：70分（前・後半35分）

　ハーフタイムのインターバル：原則として10分（前半終了から後半開始まで）試合時間内で勝敗が

　決しない場合はＰＫ方式により勝敗もしくは、代表を決定する。

　ＰＫ方式に入る前のインターバル：1分

　アディショナルタイム表示：実施する。

⑧ その他

Ⅰ 審判（主審・副審・第４審判）はあらかじめ割り当てた参加チームの帯同審判員で行うこととし、割り当てられた

審判を遂行できなかった場合、その審判の所属（委託）チームは来年度の出場資格を失う。（帯同審判員は各

チーム２名行ってもらうか、原則３級以上の審判員で行う。チーム事情で３級以上審判員が当日２名行うことが

出来ない場合は、事前に事務局に連絡し、３級以上１名、４級１名で行うこと。）

Ⅱ．準決勝・決勝については社会人連盟審判部より審判を派遣する。

Ⅲ 負傷者の対応：主審が認めた場合のみ、最大2名ピッチへの入場を許可される。

Ⅳ 　チームベンチ：ピッチ上本部からフィールドに向かって

　左側・・・対戦表の左（上）に記載されているチーム

　右側・・・対戦表の右（下）に記載されたいるチーム

12 ．懲 罰 ① 本大会と以後繋がる北信越大会は、懲罰規程上の同一競技会とみなし、本大会終了時点

での退場選手等による未消化の出場停止処分は北信越大会において順次消化する。

② 本大会と以後繋がる北信越大会は、懲罰規程上の同一競技会とみなすが、本大会の

累積警告は北信越大会に影響を及ぼさない。

③ 本大会期間中に警告を２回受けた選手・チーム役員は直近の本大会１試合に出場できない。なお、

大会期間中に科せられた警告の累積は他大会には影響を及ぼさない。

[懲罰規程[別紙２]第２条３項]を参照

④ 本大会において退場を命じられた選手・チーム役員は、自動的に直近の本大会に１試合出場できず、

それ以降の処置については大会規律委員会において決定する。[懲罰規程[別紙２]第４条]を参照



⑤ 本大会において、他大会等の出場停止処分を消化する場合は、事前に書面にて大会事務局まで

提出しなければならない。[懲罰規程[別紙２]第７条]を参照

⑥ 出場停止処分を受けた者は、試合が終了するまで制限される区域には立ち入ることが出来ない。

[懲罰規程[別紙２]第３条]を参照

⑦ 本大会は（公財）日本サッカー協会規約規程｢第12章 懲罰｣に則り、大会規律委員長を設け、委員長

は大会実施委員長とし委員については委員長が決定する。［基本規程　第227条］

⑧ 本大会の規律問題は、(公財)日本サッカー協会「基本規程（懲罰規程）」に従い、大会規律委員会が

処理しなければならない。［基本規程　第227条］

⑨ チームが試合開始時間に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも不戦敗扱いする。尚、出場チーム

が棄権した場合は、来年度の本大会には出場できないものとし、その後の処置については、大会規律

委員会が裁定する。

13 ．大会参加申込 ① １チームあたり４１名（役員１１名、選手３０名）を最大とする。

参加申込した最大３０名の選手の中から、各試合メンバー提出用紙提出時に選手最大１８名を

選出する。ベンチ入りする役員については参加申込した、最大１１名の中より６名を選出する。

なお、役員のうち１名は監督を参加申込時に記載する事。

監督が選手として出場しようとする場合は、選手に含まれていなけらば成らない。

② 大会参加申込書に必要事項を記入の上、県大会の戦績、懲罰関連資料及びプライバシーポリシー同意

書を添えて所定の送付先へ送付すること。

③ 「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームの選手を登録する場合は、参加申込書と一緒に

承認書も提出する事。

④ 参加申込等書類提出及び大会参加費振込締切日

令和7年3月16日（日）

14 ．組み合わせ ① 新潟県社会人サッカー連盟が決定する。

15 ．大会参加費 ① １チーム17,000円を所定の口座に振込む事。

16 ．選手証 ① 出場チームは、当該年度の（公財）日本サッカー協会の発行した電子登録証の一覧表（写真が登録され

たもの）を印刷し持参する事。

17 ．表　　彰 ① 表彰式は、代表決定戦終了後、会場にて行う。

② 代表チームは､北信越大会に出場する権利と義務を持つ。

18 ．交通・宿泊 ① 大会参加に要する経費は、全額参加者負担とする。

② 交通・宿泊は全て参加チームにて手配すること。

19 ．傷害保険 大会会場において疾病・傷害が発生した場合、大会主催者側は応急処置以外、一切の責任を負わない。

参加選手は健康保険証を持参し、必ずスポーツ傷害保険に加入していること｡

20 ．そ の 他 ① 開会式、監督会議は行わない。

チームは試合開始９０分前に選手証とメンバー表を大会本部に提出すること。

試合開始７０分前に大会本部にてマッチミーティングを行う。(正・副ユニフォーム持参のこと)　

なお、マッチミーティングの参加者は、運営責任者、主審、両チーム代表責任者と

する。

どうしても代表責任者が出席できない場合は、理由を事前に大会本部に連絡し、運営責任者の

承諾を得て、代理者が出席できるものとする。

② 本大会要項に規定されてない事項については大会実施委員会において協議の上決定する。

③ 本大会名義をチームの広告宣伝・営業等の目的で許可なく使用することを禁ずる。

④ 感染防止対策を講ずる必要があると判断した時には、無観客開催となる場合がある。

　


